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(め,A,nl) α exp〔ikl ･r⊥+ ikzz- i(dt〕
と仮定して,式(1)-(3)に代入して,
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となり,式(1)と(3)は,次のように書き直すことができる｡即ち
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W2日 (i +言古 + dc符
となるo式(7)は, kz→0のとき,
a)(a)十 id｡･ki2)- 0,













結合によって発生するo kz→0のとき,式(1)′は, 非粘性の極限における2次元のナビエ ･
ス トー クス方程式を表わしている｡ 従って,周辺プラズマ乱流を記述するモデルとして,式(1)






= Ak- nlk (8)
として与えたoただし, kz-0･1,a,招ま定数である｡典型的な空間分解能は32×32×8,
-3<k,k<3, -0･3<k <0･3で,シミュレーション箱の大きさ(Lx,L,,L )は,































この研究は (､名大 ･工 )金田行雄
氏との共同研究によっている｡
A B C D
Fig･l TimeevolutiorLOlthetotalenergy･Eq･(5)Iandt暮te energy or
difrerent Fourier mode と-(t.LJ'.n). E=∑ `E(t.〟..n).
K=2･ '7=0･033･(/C=0･3･I･:OHt:2.El-5are employed. Symbols の .
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